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第40回 会員作品展 応募作品 公益社団法人 日本建築士会連合会

所 在 地 ：

設 計 者 ：

勤 務 先 ：

施 工 者 : 
建物用途：

構造・階数：

敷地面積：

建築面積：

延床面積：

施 工：

Page.06 戸建住宅（専用）

作品番号：111

所 在 地 ：

設 計 者 ：

勤 務 先 ：

施 工 者 : 
建物用途：

構造・階数：

敷地面積：

建築面積：

延床面積：

施 工：

作品番号：008
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所 在 地 ：

設 計 者 ：

勤 務 先 ：

施 工 者 : 
建物用途：

構造・階数：

敷地面積：

建築面積：

延床面積：

施 工：

作品番号：011

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

南北に長い敷地形状なため、冬の南面採光と夏の卓越風の有効利用を計るため主室を

コの字配置とし、南面開口率を高める間取りとした。また、既存庭木を保全しながら、
畑と呼応させ、更なる庭の広がりを演出した。地域景観にもなんなく溶け込みながら、
「家が畑」は、生態系育成や微気候づくりにも貢献するものと期待している。

築50年を超える木造住宅を、建て直しではなく、既存を活かしながら再生させることを

目標と致しました。特に、建物の西側外観が、前面道路の坂からよく見えることから、
道行く人々の記憶に残るような特徴的なファサードとし、建物が語りかける、できる
ことなら、歌いだすことを目指しました。

塔のある家

５メートルほど高い位置に古い牛舎が近接する。
外部の要素を遮断しつつ、大きな樹木、広い空、そして太陽といったエッセンスのみを
室内に供給し、それらの見え方、感じ方に呼応するように、内部と外部をシンクロさせた。

こうした建物の外にある要素によって、中に暮らす家族が結びつきを深められる住宅を
作りたかった。




